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GeorgeEliotとHeroineの 「放 浪 」

eHettyの 場 合 を 中 心 に 一

冨 田 成 子

1

「いっ も同 じ素材 を磨 りっぶ し、 同 じよ うな織物 を紡 ぐ機 械」1)に な りた

くない、 と宣 言 したGeorgeEliotは 、 新作 に望 む度 に新 たな領 域 の開拓

に挑戦 してい るが、 その一 方で、非常 に似通 った主題 と表現 を執拗 に繰 り返

す傾 向 も顕著 であ る。 例えば、 ほぼ全作 品が主人公 のBildungを 主 題 とす

ること、Eliotの 分 身 を思 わせ る同一 タイプ のheroineが 度 々登 場す る こ

と等 は、 誰 しも気付 く共通 項だ ろう。 こうい うEliotお 気 に入 りの類似 表

現 の中で も私 にとって とりわけ興 味深 い の は、 殆 どの作 品 に必 ず現 わ れ る

「若 き女 の放浪」 のepisodeで あ る。

Middlemarchを 除 く全作品 に於 いて、heroine、 或 いはheroineに 準 じ

る女性(大 抵 の場合、heroineの 母 親)が 、男女の愛 の葛藤 の末 、 出奔 し、

水、或 い は雪 の中を彷 徨す るとい う挿 話 がdramaticに 展 開す る。 これ ら

のepisodeは 概 ね紙 枚 にすれば僅 かで、作 品全 体 に 占め る量 的割 合 は ささ

やかだが、story展 開 上為す役割 はきわ めて大 きい。 更 にepisode自 体 衝

撃 的で印象が強烈なため、読者 にとって は忘 れ られない部分 とな っている。

平凡 な人物 と平凡な背景 より成 るEliot特 有 の精細 なrealismの 世 界 に

突如割 り込んで くる 「若 き女の放浪」 とい う非 日常的 で現実味 の希薄な挿話

は、 作品の他 の部分 とあまりに もかけ離 れた雰 囲気 を放 ってお り、 その違和

感に は誰 しも戸惑 いを禁 じ得ないだろ う。 しか もこの傾 向は作 を追 う毎 に強

まり、後 期作品 に於 ける 「放浪」 のepisodeは 、romance色 の 濃 いmelo-

dramaticな ものへ と変化 してい く。Eliot通 例 の世 界 とはかな り異質 の表

89



90GeorgeEliotとheroineの 「放 浪 」-Hettyの 場 合 を 中 心 に 一

現が この ように頻繁 に繰 り返 される背後 には、並々な らぬ執着 と関心が感 じ

られ る。 当論 で はHettyの 場 合 を中心 に、 「heroineの 放 浪」 に託 した

Eliotの 意 図 を見 ていきたい。

II

先 ず主 要作 品 に頻繁 に繰 り返 され る 「放浪」の基 本的 なpatternを 概 観

す る。Tina(`.MrGilfil'sLoveS加 πゾ)、Janet(`Janet'sRepentance')、

Hetty(AdamBede),Maggie(TheMillontheFloss),Molly(Silas

Marner),Romola(Romola),Annette(FelixHolt ,theRadical),Mirah

(DanielDeronda)と い ったheroine、 或 いはheroineの 母 親で あ る若 い女

性が、夫、或 いは恋人 との葛藤 に苦 しん だ末、家 を出て放浪 の旅 に出る。勿

論、当然 のことなが ら放浪 の様相 は作品 によ って千差万別で あ り、夫婦 喧嘩

の果て に夜の寒空 をさまよ うJanet、 或 い は恋 人 と船遊 びの際、 自己 の意

志 とは関わ りな く潮流 に流 されて しまうMaggieの よ うに、 放 浪 と呼 ぶ に

は時間的 に短 い もの もあるが、基本的 に愛の苦悩 を背 負 っての彷徨 とい う点

で、 同一episodeに 属 す るものと見做 した い。放 浪 の途 中、 疲労 と不 安 に

苦 しみ、死 に瀕 したheroineた ち は、水、または雪 の洗礼を受けることによっ

て再生す る。即 ち、水 に身 を委 ね る者(Hetty、Maggie、Romola、Mirah)

と、 雪 の中で死 に遭遇 す る者(Molly、Annette)に 二 別 され るが、 そ の結

果、 いず れの場合 も苦悩 か ら浄化 され新生 を得 る。 このよ うに、大 まか に要

約す ると、若 い女 の放浪 とその後 の再生、 とい うpatternがEliotの 作 品

に極 めて頻繁 に繰 り返 され てい る。 その執拗 さはいささか度 を過 ぎた感が あ

るのだが、 この傾向 はEliotの み に見 られ る特有 な現象だ ろうか。

放浪 ・旅への憧憬 は、 日常 の倦怠か らの解放を夢見 る人間本来の本能で あ

り、放浪の主題 自体 は古来 よ りpopularな も の と して文 学 を飾 って きた。

しか し洋の東 西を問わず、放浪 の主体 は圧倒的に男性が 占めてお り、種 々の

heroた ち が織 り成 す放 浪の在 り方 も、PicaresqueNovelに 於 ける痛 快 な
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旅 、Bildungsromanの 魂 の遍歴、放浪者Melmothの よ うなGothicの 旅 、

Pilgrim'sProgressの よ うなallegoricalな 宗 教色 の濃いもの、TheGrapes

oftheWrathの 社 会性 の強 い放 浪等、多 岐にわた りvariety豊 か な世界 を

繰 り広 げてい る。

これに対 して放浪 の主 体が女性 の場合、作品 は悲惨一 色 に塗 りっ ぶ され、

孤独 と貧 困をcloseupす る のが大半であ る。 とりわけVictoria朝 小 説 に

はこの系 譜の ものが多 く、思 いつ くままに列挙 して も、OliverTwist(1836)、

JaneEyre(1847),DavidCopperfield(1849-50),Ruth(1853),FarFrom

theMaddingCrowd(1874)、TessoftheI)'Urberuilles(1891)等 、 多

数 に及ぶ 。 注 目す べ き は、 身分 違 いの恋 の果 て に放 浪へ と追 い込 まれ る

patternが 多 い点 であ ろう。 即ち、貧 しい娘が 良家の息子、 或いは雇 い主 と

束 の間恋 に陥 るが、 当然 の結果 と して破局 を迎 える。社会規範 を破 った娘 に

は厳 しい制裁が待 ってお り、communityか ら出て行か ざるを得 ない とい う

processを 扱 った悲劇 が多出 している。 こ うい った上流 社会 の男 に よ る階

級 の低 い娘 の誘惑→共 同体か らの追放→放浪 のthemeが 多 くみ られるのは、

それが当時 日常茶飯 事だ ったか らだろ う。私生 児の増加 は時代 の抱 える深刻

な問題 であ り、特 に、HungryFortiesと 称 され る1840代 の 大不況 の影 響 を

受 け、誘 惑→ 見捨て→堕落 の主題 を追求 す る作 品 が1850年 代 に続 出 した2)

と言われ る。

Eliotの 描 く放浪 す るheroineの 中で転落 のcaseを 辿 るの はHettyだ

け だが、転落 こそ免れ る ものの、上記のよ うな階級や父系社会の犠牲 とな る

女 の悲劇 に該 当 す る者 は少 な くな い。 例 え ば、Mollyは 地 主 の息 子 、

Godfreyと 秘 密結婚 の挙 げ句、見捨 て られ死 に到 る し、Janetを 救 った篤

実 な牧師 のTrianで す ら、結婚 の意志 もないのに身分 の低 い娘 を誘 惑 した

結果、堕落へ と追 いや った過去 を もって いる。 また、貴族 に売 りとばそ うと

す る実の父親 の魔手 か ら逃 れて異郷 を彷徨す るMirah等 、Eliotの 作 品 に

もこの類 の女性 の受難 を取 り上 げた ものが結構 多 い。 この よ うにVictoria

朝 小 説 にpopularな 主 題 を素材 と して い るが、 例 え ばGaskell夫 人 が
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Ruthに よ って転落 の女性の悲劇 を訴 えて世の同情 を喚起 しよ うとした よ う

な目的意識 はEliotに は希 薄であ り、 当時 の この路線 に沿 う小 説 と は一 風

異 なる趣を見せ ている。

Eliotの 描 いた数 々の放浪 の中で もHettyのepisodeは 、 最 も多 くの紙

枚 を割 いて悲惨 の極限を さまよう彼女 の行 動 と心理 を迫真 的に辿 った力作 と

して、発表 当初 より高 く評価 されて きた。 このHettyの 放 浪 を、 や は り

heroineの 「身分違 いの恋 の果て の放浪」 を扱 ったJaneEyreとTessof

theD'Urbervilles(以 下Tessと 略 記)の 同種 の部分 と比較 し、 この主 題

に対 す る其 々の作家 の姿勢 の相違 を検討す ることによって、Eliotの 特 性 を

浮 かび上が らせてみたい。

先 ず、JaneEyreの 場 合。 当 時の女 性 に と って唯 一 の 自活 の道 で あ る

governessと して雇 われたJaneは 、 雇 い主 のRochesterと 愛 し合 うよ う

にな り、身 分の差 を越えての結婚 を決 意す るが、彼 が既 に妻帯者 である こと

を結婚式 の当 日知 ると、懇願 す る彼 を振 り切 って彷徨 の逃避行 に出る。 当時

の上 ・中流 階級 は性道徳 が乱 れ、重婚 ・不貞行為 の乱脈ぶ りは目を覆 うもの

があ った と言 われ る。 妻帯 の真 相 が露呈 した後 も尚、Janeに 同 棲を 迫 る

Rochesterか ら も男性社会の身勝 手な在 り方が如実 に窺 われ る。

 "Do you think I a
m an automaton — a machine without feel-

ings? and can bear to have my morsel of bread snatched from 

my lips, and my drop of living water dashed from my cup? Do 

you think, because I am a poor, obscure, plain, and little, I am 

soulless and heartless? You think wrong? — I have as much soul 

as you,— and full as much  heart!  ....  I am a free human being

with　 an　 independent　 wil1;._(Jane　 Eyre ,23章)

圧倒されそうな厳 しい剣幕でのfeminismの 宣言である。 このような女

性の尊厳の主張が、一人称形式で語 り継 ぐJaneの 口を通 して全編至 る所

で発せられる。governessの 劣悪な雇用条件、夫が妻を屋根裏部屋に監禁す

ることさえ合法的に認められていた程の男女権限の格差。Janeを 取 り巻 く
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のは、絶大な威力で支配する父系社会である。その中で彼女 は既成の秩序と

男性の専横を徹底的に糾弾 し、反骨精神を燃や して攻撃する。Rochester

に断ち切 り難い情熱を抱きっっ、敢然と彼を捨てたのは、Janeを 律す る良

心であり、彼を拒否 してThornfieldを 飛び出す放浪は、個人的な都合で節

義を安易に侵す男性原理への激 しい抗議に他ならない。

次にTessの 場合。Ange1と 別れた後、Tessは 自活の道を選び、臨時雇 い

としてあちこちの農場を渡 り歩 く生活に入る。苛酷な労働 とうち続 く悲惨な

体験の中で読者の涙を誘 うのは、働 き口を探 して放浪する41章 のepisode

であろう。

農場を求めてさまよう日暮れ時、一人の男 に付 きまとわれたTessは 、造

林地の落葉の山に身を隠 し一夜を明かす。 こうして難を逃れたものの、あま

りの惨めさに生きる気力も失せて、「全て空なり」と呟 くTessが 翌朝 目に

したのは、美 しい羽を血に染めた多 くの雉の惨状だった。

 With the impulse of a soul who could feel for kindred suf-

ferers so much as for herself. Tess's first thought was to put the 

still living birds out of their torture, and to this end with her own 

hands she broke the necks of as many as she could  find,  .... 
 "Poor darlings — to suppose myself the most miserable being 

on earth in the sight o' such misery as yours!" she exclaimed, 

her tears running down as she killed the birds tenderly. "And not 

a twinge of bodily pain about me! I be not mangled, and I be 

not bleeding, and I have two hands to feed and clothe me."

(Tess,41章)

狩猟隊に撃たれて苦 しむ瀕死の雉に寄せるTessの 心情は、強者の狼藉に

打ちのめされる無力な被害者としての連帯感に他ならない。為すすべもなく

苦 しむ雉の姿を、身勝手な男たちに翻弄される我が身 と重ね合わせたのであ

る。普段は温厚なのに、狩猟期になるととたんに残忍になり、弱い生物の命

を奪う人間の暴力を述べる語 り手は、通常は人並みに良識や愛を持ち合わせ
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なが ら、あ る瞬間酷薄 に豹変す るAnge1の 非 情 を仄めか して もいる。Tess

の 悲 劇 は、AngelとAlecのegotism、 生 家の貧困 と両親 の無 知、 度 重 な

る不運な偶然、等の為す ところが大 きい。TessはJaneよ り更 に無 力 な存

在で、社会 や強者 に反抗す る意志 も力 もな く、ひたす ら逃避 するか、 或 いは

諦めに撤 して弱者 同志 慰め合 う しか救 いがない。 そ して このepisodeに は、

蹂躙 される美 しい弱者 へのHardyの 切 実な同情 が感情 的なまでに溢 れ てい

る。

このよ うにJaneとTessの 放 浪で は、 当 時の社 会 を投 影 した因習 ・階

級 ・貧 困によ る女性 の受難 が前 面に強 く打 ち出されている。愛 し合 う男女 の

間 に も歴然 たる力 の格差 があ り、JaneEyreで は無力 な女 の捨身 の反 抗 が、

Tessで は無力 な女 への同情 が、 作者 の激 しい感情移入 の もとに行 間 に滲み

出て いる。一方、Hettyの 放 浪 に はこの よ うなVictoria風 のfeminism

の影 や感傷性 は希薄で ある。

作品 の場 を借 りて時代 の抱 える問題 を声高 に提 起 した り抗議 す る こ とは

Eliotの 場 合、非常 に稀 であ る。又、私生活 において も、女性 の窮状 を訴 え

て向上 を求 め る女 権運動 に関わ りをもた なか った。 ところで、G.H.Lewes

との非合法結 婚に よりEliotが 厳 しい社会的制裁 を受 けた に反 し、 男 性 で

あるLewesに は世間 は寛容 で、彼 は早 々に社会復帰 を遂 げて い る。 このよ

うにEliot自 身、女 ゆえの迫 害を身を もって体 験 して い る事 実 を考慮 す れ

ば、彼女 が折 か ら高 まりっっあ ったfeminismに 傾 倒 した とと して も不思

議 はな いだ ろう。 しか も既 婚女 性財 産法 案 の改正 運動 、EnglishWoman's

Journalの 創 刊等 に力を注 ぎ、 当時のfeministた ち のleader的 存 在で あ っ

たBarbaraBodichonは 、Romolaのmodelと す る程敬愛 した親友 だ った

し、 か ってEliotが 副 編集長 を勤 めたWestminsterReviewに はfeminism

関 係 のessayが 多 々掲載 されてお り、Eliotの 周 辺 にはfeminismが 渦 巻 い

ていた筈で ある。 しか し、現実 には彼女 はfeminismに 対 して極 めて恬淡

と していた。 その理由 と して、Lewesと の生 活 が愛 と信頼 に基 づ く幸せ な

ものであ った こと、作家 と して の成功 と豊か な収入 によ る充 足感3)が 挙 げ
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られているが、何よりも大きな原因は彼女の特質である保守性ではないだろ

うか?・ やみ くもな改革、権利の拡張は危険だと彼女は考えていた。既成の

秩序 との妥協点を見いだし、調和のもとで改良を進めることが彼女の基本的

な姿勢だったのである。Eliotの 描 く女性たちは時代の因習を越えたaspi-

rationを 抱くが、社会に反逆 したり社会か ら逸脱する者はいない し、 女ゆ

えのhandicapに 泣 く者 も少ない。Eliotの 第一の関心 は時代や男性 の抑圧

による女性の受難という領域ではなく、heroineの 放浪にかけた主たる力点

は他にあったと考えるべきだろう。

III

Hettyの 放 浪 は`TheJourneyinHope'(36章)と 、`TheJourneyin

Dispair'(37章)の2つ の章 よ り成 る。Arthurを 追 ってWindsorま で 辿

り着 く放浪 の往路(36章)で は、金銭 の欠如 、肉体の疲労 とい った旅 の物理

的な苦労 が語 られ るが、死 に場所 を求 めて原 野 をさまよい、遂 に嬰児遺 棄殺

人に至 る放浪 の後半 部(37章)で は、屈辱 と絶望 に喘 ぐ逃亡者 としての心斑

的苦 悩にspotlightが 当 て られ る。特 に落 ちぶ れ た身 を曝 した くない とい

う恥 の意識 か ら徹底 的 に人 目を避 け、 極 限の悲 惨 へ と突 き進 む37章 で の

Hettyの 孤 独地獄 は、19世 紀文学 では他 に類 を見ないのではな いだ ろ うか。

この凄 ま じい荒廃 のprocessを 、語 り手 はBibleのtoneに も似 た簡潔 ・

明快な語 り口で淡々 と述べ続 ける。旅 先で の人 々や動物 との出会 い、慣れな

い異郷での初めての体験 に頭を打 ち呻吟す るHettyの 心 理や反 応 が丹念 に

辿 られ るが、語 り手 は彼女か ら努 めて距離 を置 き、冷静 に観察す る態度 を極

力崩 さない。旅 の二 日目、Hettyは 予 期せ ぬ雨 に見舞われ る。

 As she was looking at the milestone, she felt some drops fall-

ing on her face — it was beginning to rain. Here was a new trou-

ble which had not entered into her sad thoughts before; and 

quite weighted down by this sudden addition to her burden, she
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sat down on the step of a stile and began to sob hysterically. The 

beginning of hardship is like the first taste of bitter food — it 

seems for a moment unbearble; yet, if there is nothing else to 

satisfy our hunger, we take another bite and find it possible to 

go on. When Hetty recovered from her burst of weeping, she ral-

liedherfaintingcourage.(Adam:一,・
,36章)

勿論語り手 の口調の底流にはHettyへ の哀れみの情が潜んでいる。 しか

し、一般論へ の敷衍によってHettyへ の過度な同情 にのめ り込むのを避

け、客観的な観察者 ・解説 者の立場を守っている。 ここにはJeneEyreや

Tessの 語り手が、heroineに 見せた 激 しい感情移入は殆ど無い。唯一の例

外は、放浪のepisodeを 締め括る37章の最後で語 り手が思わず吐露す る惨

めなHettyへ の痛切な思いだが、それとて男性や社会への恨みや攻撃的な

調子は皆無であり、圧倒的に強いのは悲劇の主因であるHettyの 無知 と狭

く貧 しい魂を見据えた容赦なく厳正な姿勢である。更に最終的には読者まで

巻 き込んで、行為の過誤が悲惨な結末を生むという因果応報の悪 しき見本と

してHettyを 突放 している。ここには社会改革の訴えはなく、道徳的教訓

の匂いが濃い。

 Poor wandering Hetty, with the rounded childish face, and the 

hard unloving despairing soul looking out of it — with the nar-

row heart and narrow thoughts, no room in them for any sor-

rows but her own, and tasting that sorrow with the more intense 

 bitterness! 

 What will be the end? — the end of her objectless wander-

ing, apart from all love, caring for human beings only through 

her pride, clinging to life only as the hunted wounded brute clings to 

it? 

 God preserve you and me from being the beginners of such

misery!(Adam:一,・ ,37章)
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Eliotに はHettyを 環 境 や父 系社会 の犠牲者 とす る姿 勢 は弱 く、 悲劇 に

到 ったの は彼女自身 に非があ ったか らだと考える。悲劇の舞台となるHayslope

村 は 精 細 なrealismで 描 か れ る が 、Eliotが 少 女 期 を 過 ご し た

Nuneatonが 色 濃 く投影 され てnostalgiaが 働 いた結 果、sympatheticreal-

ismに よ って美化 された一 種の楽園 と化 してい る。1799年 に始 ま り1801年

に幕 を閉 ざすAdam:・.一 の世 界 は、執筆当時 よ り約60年 前 とい う時代設

定 に よ って古 き良 き 時代 と して理 想化 を免 れ て い な い。 平 和 で豊 穣 の

Hayslopeで も最 も裕福で堅実 なPoyser家 の一員 と して、 また生来 の美貌

によ って、Hettyは 誰 か らも一 目置 かれる存 在 で あ る。 孤児 と はいえ愛情

深 い叔父 と口喧 しいが寛大 な叔 母の もとで結構 自由に暮 ら してい る。 当時父

親 の権限 は絶対で、その専横 ぶ りを主題 とす る作 品が多々あ る中で、父の拘

束 か ら開放 されて いる点で も、Hettyは 異 例で あ る。 この よ うに恵 まれた

自由をHettyに 設 定 したのは、Eliotの 関 心が時代 を反 映 す る女 の悲劇 で

はな く、 もっと普遍的 な倫 理的存在 と して の人間の生 き方 にあったか らだ ろ

う。 生来 の虚栄心か らArthurに 幻 惑 され、 彼 に去 られ る と愛 情 もな いの

にAdamと 婚 約 す るHettyの 衝 動的な身勝 手 さを語 るnarratorの 口調

には、 いっ にない批判 ・皮肉 ・苛立 ちの色が濃 く、悲惨 な結末を社会的悲劇

と してで はな く、個人 の問題 と して還元 しよ うとす る姿勢が強 い。 この傾向

がHetty以 外 のheroineの 場 合、更 に徹底 され る。父 親か らの解放 に加え、

経済 的に も恵 まれたDorotheaを 筆 頭 に、弱 さと従IIIを 女 の徳 目とす る時代

にあ って、Eliotのheroineた ち には自己の意志を実現出来 る自由な境遇 に

恵 まれた者 が多い。 こうして、 彼女 たちが男性 とほぼ互角 の力関係 にあるた

め、Eliotの 描 く男女 の葛藤劇 が特定 の時空 にお ける性差 によるもので はな

く、 自我 を抱えた人間一般 が背 負 う他者 との闘争、 とい う普遍性 を帯 び るの

は必 然で あろう。



98GeorgeEliotとheroineの 「放 浪 」-Hettyの 場 合 を 中 心 に 一

IV

Eliotの 描 く放浪 は社会 的 悲劇 と して よ り も、 自と他 の軋 轢 に苦悩 す る

heroineの 精 神成長 の通過点 と して重 要な意 味を担 って い る。 放浪 はcom-

munityか らの逃避 に終 らず、常 にもっと前 向 きの発展 へ と通 じて い る点 に

注 目 したい。即 ち、放浪 はheroineが 自我 の閉塞 か ら脱 し広 大 な精神 に 目

覚 める とい う開眼 の契機 とな るだけでな く、必ず再生 に結 びっ いてい る。 こ

の点 が1850年 代 に多 く見 られ た身分 違 いの恋 →放 浪→ 転落 とい う下 降 の

processを 描 く作品群 との決定 的な相違点 であろ う。放浪 と開 眼 の直結 は章

のtitleか ら も歴然 で、 例 え ばMaggieの 場 合 には、`BorneAlongby

theTide'(6巻13章)と`Waking'(14章)、Romolaの 場 合 には、`Drifting

Away'(61章)と`Romola'sWaking'(68章)の よ うに、 放浪 と開眼 は一

っ のsetと な っている。

communityを 離 れ外 界へ飛び出 したheroineた ち は、 先 ず世 間 の広 大

さに驚 き、同 時に自己の卑小 を思 い知 る。Hettyも 旅 の一 日目に して 既 に、

`Oh
、whatalargeworlditwas!'と 肌 で実感す るが、彼女 の悟 りは更 に

進み、今 まで侮 って いたHayslopeの 生 活が如何 に幸せで誇 らしいものだ っ

たか、又、 あれ程熱烈 なArthurと の恋 も何 と はか な い悪 夢 にす ぎなか っ

たか に気付 く。ladyに な る夢 が完 全 に崩 れ去 ったばか りか、Hayslopeで

の 恵 まれ た立場 も今 は無 くな り、 た とえArthurに 会 え て も日陰 の身 に甘

ん じる以外 に道の無 い屈辱 の将来 を、Hettyは 直 観 的 に洞察 す る。 無知 で

未熟 な17才 の乙女 に、旅 の試練 はた った一 日に して何 と多 くの ことを教えた

ことだろ う。 こう してHettyは 放 浪 によ って一人 よが りの狭 いvisionを

脱 し、 自己の実態、 自己を取 り巻 く人間関係、そ して将来の展望 さえ も見事

なまで に正 しく客観的 に把握 し得て いる。

旅 によるHettyの も う一っ の変化 は、動物 に寄せ る感受性 の芽生 え だ ろ

う。 子供や動物を毛嫌 い して い た彼 女 だが、 怯 え た よ うに震 え るspaniel

犬 に強烈 ない とお しさを覚 える。御者 の好意で荷馬車 に便乗 させて も らった
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Hettyは 、 やは り道 に迷 った ところを拾わ れ た子 犬 に、 同類 と して の連 帯

感 を抱 いたのだ。 こう してHettyは 、 放浪 によ ってvisionの 拡 大、 他 者

へ の連帯感 に目覚めて いる。

ところで、 放浪 により開眼 したheroineた ち は、 一様 に再 生 を遂 げ る。

再生 の在 り方 には 二種類 あ り、Hetty、Maggie、Romola、Mirahは 水 の

洗礼 によ り浄 化 され、愛の思想 に到 る。Molly、Annetteは 雪 の中の放浪 の

果 てに自 らは死 ぬが 、 そ の生 まれ代 わ りと して其 々の娘、Eppie、Esther

が新 生 し、以 後storyの 中心人物 として活躍する。 しか し、伝説のMadonna

と して称揚 され るRomolaを 頂 点 に、他 のheroineた ち には広大 で明 るい

世界 が開 かれ るに反 し、Hettyは 開 眼を経 て、Dinahの 愛 の力 で頑 な な非

情 を捨 て魂 が浄化 されたに もかかわ らず、罪人 の烙印 は消えず、海外流刑 と

い う厳 しい扱 いを受 けてい る。Hettyだ け が この よ うな苛 酷 な結末 を課 せ

られたのは何故 だろ うか。

Romolaが 漂 流す る地中海、Mirahが 投 身 を はか るThames川 は静穏

で喩 えよ うもな く美 しく、金色 の夕 日の中を彼女 たちは従容 として水 に身 を

託す のだが、Hettyは 不 気味 な底 知れぬ恐怖 を湛 えた池 を前 に死 に切 れず、

生 と死 の狭 間で懊悩 す る。Hettyの 置 かれたsituation自 体 は異常 な極 限

だが、激 しく揺 れ動 く彼女 の心理 は後期作品 にも遜色 のない精細 なrealism

で生 々 しく辿 られ、迫 力ある臨場感 を醸 し出 して いる。 身元 を隠 す ため に

basketを 沈 め る石 まで探 したとい うのに、 いざとなると生への執着 は強 く、

パ ンをむさぼ り眠 りへ と落 ちてい く。 そ して 目覚 めた時の闇、寒 さ、孤独 の

恐怖 にpanic状 態 にな り、命 か らが ら死 の淵か ら逃 れ る様 子 は、 残酷 なま

でに不様 である。

構想 当初 か ら再生 部 の倫理 的主題 にromanceの 叙 法 を意 図 して い た

Romolaは 言 うまで もな く、殆 どの作 品が放浪 ・再生 部 に なる とromance

色 が濃 くな る。放浪 のepisodeに 差 し掛 ると急 激 に話 の流 れ がspeedyに

な り、 それ迄 の きめ細 かな筆致 が崩 れ、心理や社会 の詳細 なrealismも 思

想 や哲学 の言及 も姿 を消 して、現実味 の希薄 なplotだ け が展 開す る。 愛 の
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思想 の完全 な成就 は 日常 のcontextで は 至難 で あ り、 非 現実 のromance

の 中 で しか全 うされぬ ことをEliotは 察 知 していたのだろ う。 それ故real-

ismで 固 め られたHettyの 惨 め な放浪 に、Romolaの 絵 に描 いたよ うな見

事 な再生が実現す る筈 がない。 しか し、羊小屋 に逃 げ込 んだHettyが 暖 か

い羊 の息吹 に触 れて、 まだ生 きてい ることを歓喜 しhystericに す す り泣 く

sceneに は、読者 の共感 をか き立 てる力強 さが溢 れて い る。 生 と死 、 悲惨

と歓喜 に揺れ、矛盾 と醜態 をむ き出 しに したHettyの 偽 らざる生身 の姿 は、

美 しいが血 の通 わぬRomolaの 再 生部 よ りはるか に感動的 である。

V

Eliotは 放 浪 のepisodeを 何 故 このよ うに執拗 に書 き続 けた のだ ろ うか。

理 由は彼女が常 に創作 の主題 と したBildungに と って、 放浪 が必須 の要素

だったか らで ある。先述 したよ うに、Eliotの 作 品では、放浪 が開眼 の契機

とな って いる。 自 らも旅が好 きで創作 の合間 を見 ては国内 はもとよ り欧州各

国を頻繁 に訪れて いる彼女 は、旅 の もた らす独特 の効果 を身を もって体験 し

ていたので はないだろ うか。

旅 は人を 日常か ら一挙 に非 日常空間へ と連れ出 し、無限 なる もの に直接触

れ させて くれ る。旅 の高揚感で鋭敏 にな った感性 は、外界 の広大無限 に接 し

た時、省みて我が身 の有限 と小 ささを痛感せず にはい られ ない。広大 な世界

と卑小な我が身のcontrastを 自分の 目で実感す るとい うsituationこ そ、

唯我独尊の境地を脱 し、人間 は単独で は存在 し得ず、社会 という大 きな有機

的組織体の一部で ある ことを認識す るには格好の状況で あろう。

heroineた ち が自我 の閉塞 か らBildungの 末 に辿 り着 いた境 地 を、Eliot

は しば しば`largerlife'と 称 して いるが、 旅 が喚 起 す る広 大 なperspec-

tiveこ そ 、 この`largerlife'の 表 現 に大 層効 果 的なobjectivecorrella-

tiveで あ ると重視 したのではないだろ うか。

ところで、Middlemarchの み放浪 の要素 が無 い と先述 した。 お よそ人 生
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の あ らゆ る事象 を網 羅 したMiddlemarchに 放 浪 が扱 われ て いな いのは不

思議 な気 もす るが、Eliotは ち ゃん とDorotheaに 自宅 に居 なが ら放浪 の

疑似体験 を させてい る。80章 のあの印象的な窓辺 の開眼のsceneに 於 いて、

広大 な外界 と小 さな 自己という旅が呼 び覚 ます対 照 のsituationを 応 用 し

ている。

愛す るLadislawがRosaInondと 親 しく同席 して い るの を 目撃 した

Dorotheaは 、 嫉妬 と憤 りで一夜悩み抜 いたあげ く、束 の間の まどろみ に落

ちる。早朝 、 目覚め た彼女 は悲 しみの消えぬままカーテ ンを開 け、窓外 に目

を向ける。

 She opened her curtains, and looked out towards the bit of road 

that lay in view, with fields beyond, outside the entrance-gates. On 

the road there was a man with a bundle on his back and a woman 

carrying her baby: in the field she could see figures moving  — 

perhaps the shepherd with his dog. Far off in the bending sky 

was the pearly light; and she felt the largeness of the world and 

manifold wakings of men to labour and endurance. She was a part 

of that involuntary, palpitating life and could neither look out on 

it from her luxurious shelter as a mere spectator, nor hid her eyes

inselfishcomplaining.(Middlemarch,80章)

目の前に拡がる広大な外界に触れたとたんDorotheaは 、狭い自我に懊

悩することの愚か しさを悟る。や っと夜が明けそめた早朝から労働に勤 しむ

羊飼いと男女の姿に、仕事と家族という重荷を背負 って営々と生きる人間の

宿命的な苦悩を知る。彼女の到達 した境地は自我を越えた広大な世界であり、

今までの自己中心的な独善性を脱 し、人類の一員 として謙虚なvision'を 得

ている。 こうして我が家の窓か ら臨む外界 という設定によって、Eliotは 巧

みに放浪体験と同じ開眼効果をDorotheaに 与えている。

以上見てきたように、Eliotは 時代のpopularなthemeで ある 「女の放

浪」を素材 としたが、試練を経て開眼するというBildungsromanの 中にそ
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のthemeを 組 み込んで独自の展開を見せ、いわば時代を俎上としなが ら時

代を越えた普遍のdramaを 作 り上げている 。人間を単独では生 きられな

い社会的存在だと考えるEliotに とって、問題 は自我 を抱えた人 と人 との

軋轢であり、その結果の孤独と疎外だった。自と他を結ぶものを生涯追求 し

たEliotは 、他者との軋轢を通 して自己の歪みに気づ き、寛い精神 と客観

的な洞察に到 る形成の歩みを常に創作の主題 として追求 している。その歩み

の中で放浪は狭い自我からの突破口として、開眼 ・再生へと誘導する重大な

契機であり、生々しいrealismで 辿 られる自我の世界と再生部のromance

的世界 とのgapを 埋める橋渡 しの役割を果たしているように思われる。

放浪という彡F日常空間を設定 し、romanceへ の導入部 とす ることによっ

て、Eliotはheroineた ちの再生のより自然な成就 を計 ったのではないだ

ろうか。
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